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 高温プラズマでは，イオン間の相対速度が高くなると，散乱過程に核力の影響が現れる．この散

乱は核弾性散乱と呼ばれ，弾性散乱の微分断面積の実測値から，Coulomb力の寄与を差し引いたも

のとして定義される[1]．核弾性散乱は，大角度散乱であり，Coulomb散乱のような微小角散乱と比

較して，一回の散乱でやりとりするエネルギーが大きいことが特徴である．バルクイオンが高速イ

オンと核弾性散乱をすることで，エネルギーを受け取り速度分布関数上に非Maxwellテイル(ノック

オンテイル)を形成する．LHD重水素プラズマにおいて，DD反応で生じる中性子を利用したノック

オンテイル観測実験を実施している[2, 3]． 

本研究の目的は，LHD 重水素プラズマにおいて，6Li+d反応により生成される γ 線(0.48 MeV)を

用いてノックオンテイルを観測することである． 

 我々は，LHDにおいてγ線を用いたノックオンテイル観

測実験を実施した．軽水素ビームを入射した重水素プラ

ズマに6LiFペレットを入射し，γ線スペクトルをLaBr3(Ce)

検出器で計測した．6LiFペレットは4.1 sに入射した．同時

にプラズマ中の6Liの空間分布の時間変化も荷電交換分

光によって計測している．図1に，計測されたγ線スペク

トルを示す. エネルギービンの大きさは5 keVであり，積

算時間は0.05 sである．ペレット入射前は中性子発生率が

高く，特徴的なピークは識別できなかった．ペレット入

射後(4.1-4.15 s)には電子対生成に伴うγ線(0.511 MeV)の

ピークが見られた．ペレット入射に伴う密度上昇，温度

低下によって中性子発生率が減少し，4.15-4.2 sでは

電子対生成に伴うγ線のピークが小さくなり，埋も

れていた0.48 MeV付近にピークが現れたと考えて

いる．荷電交換分光の計測結果では入射から0.2 s程度で6Liがプラズマ外へ流出している．4.2-4.25 s

にはこのピークは消滅しており，6Liの空間分布の時間変化によるものと考えられる．電子対生成に

よるピークと比べると，0.48 MeVのピークは小さく6Li+d反応由来かどうか明確に断定できない． 

6Li+d反応で生じるγ線を確実に取得するために，ノックオンテイルよりも大きいビームテイルの利

用を検討している．重水素ビームを入射した際に，予測される6Li+d反応で生じるγ線のカウント数

を数値解析によって評価した．発表では，解析結果について議論する． 
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図1 6LiFペレット入射後のγ線スペクトル 


